








































































































































































































































































































































































































































































た。手描きで、フィルムの 1コマ 1コマそして映画 1本 1本、気の遠くなるよう
なことを、よくやる気になったと思います。前々回、モノクロ映画『戦艦ポチョ
ムキン』の赤い旗について、こんな質問しました。映画が総天然色化つまりカ
ラー化される 1930年代後半以前に、なぜ色が映画にあるのか？という質問です。
もちろん、それは人間が塗っていたが正解です。
学生の時、私はこの映画を見たのですが、このシーンは正直びっくりしました。
こうした体験っていうものは、人間というか私という人間にとって結構大きなこ
とで、映画におけるモノクロ画像とカラーの問題は、そのときからずっと映画に
おける関心事の一つでした。ですから、それがメリエスから始まったということ
を知って、さらに今回の『月世界旅行&メリエスの素晴らしき映画魔術』で実
際の方法を見て、やっと納得できました。
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もちろんこのようにモノクロフィルムに色づけすることは、カラーフィルムの
登場とともに、完全になくなってしまいました。ですが、こうしたメリエスが行
なったことを引き継ぎ、より効果的に使う監督も少なからずいます。たとえば映
像の魔術師といわれる大林宣彦監督もそのうちの一人です。デビュー作の『ハウ
ス』（1977年）の中で行っています。モノクロの画像で、赤い薔薇を握る手から
赤い血が滴り落ちるシーンです。大林監督のものは、フィルムのモノクロ画像に、
何らかの方法で色づけをしているのですが、『戦艦ポチョムキン』の赤と同様に、
なかなか鮮烈です。大林監督は、他にもモノクロ画像の中心部だけ色づけという
か、色だしという斬新なことも、『廃市』（1983年）の中で行っています。モノ
クロ調の映像で、靄の中から列車がフィルムの中心部にあらわれ、色を帯びてい
く冒頭のシーンは、私のベスト映像の一つです。『ハウス』と『廃市』をまとめ
て見てみましょう。
これら2つの大林宣彦の作品は、フィルム時代のもので映像化するには、それ
なりの苦労があったと思います。現在では、こうしたモノクロ画像への色付けは、
編集技術のデジタル化が進み、簡単に色をつけることも変えることも自由自在に
できるようになりました。フランク・ミラー＆ロバート・ロドリゲス監督は、
『シン・シティ』（2005年）では、全編を通じてモノクロ画像への部分的な色付
けを行なっています。この映画は残酷なシーンの連続で、お薦めではないのです
が、モノクロ映像への部分的な色付けが醸し出す不思議な世界を、少しだけ味
わってほしいと思います。
この撃たれた女性から血が流れるシーン。これがカラー映画でしたら、これほ
どのインパクトないと思います。こうしたモノクロ画像への部分的な色づけは、
意外な人気を博し、その後フランク・ミラー監督が、同じようなスタイルで
『ザ・スピリット』（2007年）を製作することになります。また映画だけでなく
ミュージック・ビデオでも使われるようになりました。たとえば、レディ・ガガ
の『ジューダス』（2011年）というミュージック・ビデオの中で、モノクロ画像
へ色づけが行なわれています。では、『ジューダス』見てみましょう。レディ・
ガガというかそのミュージック・ビデオを製作する彼女のスタッフの中には、お
そらく映画好きの人がいて、メリエスとかキューブリック監督とかの映画からの
引用をよく行なっています。ミュージック・ビデオ『ボーン・ディス・ウエイ』
（2011年）は、メリエスの『いくつもの顔を持つ男』（1898年）から着想を得て
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います。今回は、モノクロ画像への色づけという主流ではない傍流を見ていきま
した。この方法がこんな形で現在に生きているのを知ったら、メリエスは驚いて
しまうことでしょう。
（7）デジタル＆3D
今回は、『マトリックス』（1999年）で有名なキアヌ・リーブス製作の『サイ
ド・バイ・サイド』（2012年）を見ていただきました。『フィルムからデジタル
シネマへ』という副題もついているように、フィルム映画からデジタル映画への
移行期を描いたドキュメンタリー映画です。スコセッシ監督も多く登場し、この
転換期において、彼のとった立場そして考え方も知ることができて、貴重なフィ
ルムといえます。また、フィルムやデジタルカメラになぜ映像が写るのか、その
違い、さらにはそれぞれの長所・短所など、多くの映像に関するさまざまな知識
がちりばめられていて、なかなか良い映画だったと思います。こうしたことを念
頭に置きながら、『ヒューゴと不思議な発明』を撮影機材・撮影技術の面から見
ていくことにします。
前回の授業の終わりに、『ヒューゴの不思議な発明』の冒頭で雪が降るシーン
があるのか？そんな質問をしました。投稿された解答には、「雪を降らせること
で物悲しい雰囲気を演出している」など、結構感情的なものが多かったです。そ
うしたものにまじって、いくつかこちらが期待していた答えもあって、嬉しかっ
たです。原作の絵本の方では、朝の太陽のシーンで、雪の降るシーンはありませ
ん。ですから、映画の中で雪を降らせるのは、監督であるスコセッシの考えによ
るものということになります。
まず一つ目の答えは、ジョルジュ・メリエスが代表作『月世界旅行』（1902年）
の中で、雪を降らせていたから、というもの。スクリーンをしっかり見ている人
もいるものだと、感心してしまいました。リュミエール兄弟の映画は、実際の現
実をありのまま撮ることだったわけです。ですが前回見てもらったように、メリ
エスは色々な撮り方を考案したり、撮ったものに手を加えたり、SFということ
で現実とははなれたありえない世界を作って、撮影したりするわけです。『月世
界旅行』では、確かに宇宙空間に雪を降らせていました。なかなかシュールな映
像だったと思います。
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もう一つは、「この映画は 3Dで、雪が降るシーンは 3Dの効果が出やすい」。
こんな投稿もありました。たぶんこの方の場合は、実際映画館に足を運んで見た
のだと思います。大学のスクリーンは2Dなので、わからなかったと思うのです
が、この作品は 3Dで、雪の降る冒頭のシーンは 3Dの効果があらわれるもので
した。私も映画館で体験しましたが、体にまとわりつく雪を振り払いたいほど、
スクリーンから大量の雪が舞ってきました。今日は、この3Dについて話そうと
思います。
この映画は 2011年に上映ですから、映画『サイド・バイ・サイド』で見てき
たように、フィルム映画からデジタルへ映画の移行期ということになります。ス
コセッシ監督は、ロバート・ ロドリゲス監督と同様、フィルム映像の良さを認
めつつも、デジタル機器の可能性を追求するグループの旗頭の一人として、この
映画で積極的にデジタル機器を採用していきます。
2000年以前のデジタルカメラは性能が悪く、フィルムの映画に比べて見劣り
するものでした。しかしながら技術の進歩は目覚ましいものがあり、被写界深度
とかダイナミックレンジとか、デジタルカメラのかかえていたさまざまな欠点を
克服して、フィルムのような美しい映像が可能になってきます。たとえばスコ
セッシ監督が『ヒューゴの不思議な発明』の製作にかかるとき、現在でもハリ
ウッドで多く採用されているアリ社製のデジタルカメラが登場してきます。より
厳密にいうと、ドイツのアーノルド＆リヒター社のアクシアというデジタルカメ
ラです。アリ社はフィルム製造を主におこなってきた会社なので、被写界深度あ
るいはダイナミックレンジの問題を、長年にわたって一つ一つクリアしてきま
した。たとえば、フィルム規格の 35mmのCCDを考案し、35mmフィルムと
同じ被写界深度を、デジタルカメラでも再現できるようにしました。また、カメ
ラ製作のコンセプトの基本にフィルム映画があるので、フィルム・ライクつまり
フィルムのような映画に仕上がることをモットーとしていて、完全とは言えませ
んが、そのデジタルカメラのおかげで、30年代のパリをフィルム映画のような
濃密な色合いで撮りあげられることになります。
またこのアリ社のアクシアは、カメラの性能ばかりでなく、コード・フリーで、
移動撮影が非常に簡単になっています。『ヒューゴの不思議な発明』には、「追い
かけ」のシーンが何度か出てきますが、このカメラのおかげで撮ることが可能に
なったと言えます。とはいえ、スコセッシがこのアクシアを選択した最大の理由
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は、このアレクサが3D撮影可能なカメラであったことです。
デジタルカメラによる3D映画は、ジェームズ・キャメロン監督の『アバタ―』
（2009年）を始めとして、多く撮られています。3D映画は、もちろん最初に冒
頭の雪のシーンように、物がスクリーンから飛び出してくる文字通り3次元的立
体性を体感できる利点があります。しかしながら、3D映画には、もう一つの利
点、すなわちフィルム映画では体感できない奥行感覚を観客に感じさせる利点が
あるのです。キャメロン監督が『アバター』で採用した「ヒュージョン　カメラ
システム」による3D方式は、飛び出す立体性とともに奥行性を観客に体感させ
ることとなります。しかしながらこうした3D映画に関しては、当時は賛否両論
の状態でした。原作者であるブライアン・セルズニックは、次のように述べてい
ます。
≪ 1931年、多くの人は新しいトーキー技術を単なる目新しいだけのも
のととらえ、まともに受けとめられていなかった。今日、3Dも同じよ
うな目で見られている。トーキーに対する人々の見方に革命を起こした
のは、ルネ・クレールらの監督たちだった。今度は、スコセッシが、
3Dに対する人々の見方に革命を起こす役割をになっている。この新技
術はスクリーン上で物語を理解させる新しい形になりうるのだ。≫(5）
新しい技術が導入される過渡期には、いろいろな問題やら批判が出てきます。
映画でいえば 1920年代後半に、サイレントからトーキーへの移行期でも同じこ
とが起こりました。このことに興味がある方がいれば、『雨に唄えば』（1952年）
というミュージカル映画を見てもらうといいと思います。また 2000年代の初め、
フィルム撮影からデジタル撮影への移行の時期にも、『サイド・バイ・サイド』
で見てきたように、同じようなことが起こりました。その過渡期に、ちょうどス
コセッシ監督が居合わせ、映画製作という作業と同時に、3Dをはじめデジタル
技術の進歩を確認する作業を行なうことになります。
もちろんこれは、スコセッシ監督にかぎったことではありません。たとえばマ
イケル・マン監督もそうです。トム・クルーズ主演の『コラテラル』（2004年）
は、見事な演出で評価の高い作品ですが、同時にデジタルカメラのダイナミック
レンジの進化を証明した作品ともいえます。この映画の中に、夜間飛ぶヘリコプ
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ターのシーンがよく出て来るのですが、以前のデジタルカメラでしたら、距離が
離れると夜空と同化して、光る部分しか映らず、本体は見えなくなってしまった
ものです。人間の目とかフィルム映画では、ぼんやりととらえられるものが、そ
れまでのデジタルカメラでは不可能だったのです。この映画では、ぼんやりと、
しかしながらしっかり映っていて、その進歩に驚いたものです。また、トム・ク
ルーズが演じる殺人者が、ビルの中で女性検事であるアニーを殺害しようとする
シーンは、暗い空間に威力を発揮するこのデジタルカメラの独壇場となっていま
す。ちょっと見てみましょう。
ビルの電源が落ちてしまい、部屋の中は真っ暗になります。外のビル群の光が
映し出され、暗闇の中を匍匐で逃げる女性検事の姿がぼんやりと映し出される
シーンです。若干の補助照明は使用していると思うのですが、ぼんやりと、でも
しっかりと映しだしていくこのシーンすごいなって思いました。人間の場合、明
るい所から急に暗い所に入ると、瞳孔の開きが間に合わず、何も見えない状態に
なるのですが、時間の経過とともに、瞳孔が開き始め、暗がりでも何らかの形を
捉えるようになります。いわば、このシーンでは、人間の見え方と同じようなこ
とを、デジタルカメラを使っておこなっていたわけです。ダイナミックレンジが
フィルムよりも劣るとされていたデジタルカメラも、ここまで使うことができる、
そのような証明を映像を通して行っていたわけです。
少し脱線してしまいましたが、『ヒューゴの不思議な発明』では 3Dでどのよ
うな試みをおこなっていたのでしょうか。私の場合、3Dに関して何の予備知識
を持たず、映画館で『ヒューゴの不思議な発明』を見てしまったので、最初の雪
のシーンと、メリエスの絵が飛ぶシーン、それにヒューゴが移動する空間の奥行
ぐらいしか3Dらしきものを感じることしかできませんでした。しかしながらそ
うした飛び出しと奥行感といった古い 3D以外にも、多くの 3Dの挑戦というか
実験が、行われていたことを後になって知ることとなりました。
スコセッシ監督の3Dの話に行く前に、『ヒューゴの不思議な発明』の3Dにか
かわった人たちについて話したいと思います。撮影監督も3Dは未経験。スコセ
ッシ監督も 3D撮影は初めてでした。当然のことながら、3D撮影に熟達した多
くのスタッフの力を借りて撮らざるをえなかったわけです。また、3D撮影が単
にカメラ2台を接合して撮れば良かったのは、初期の3D時代の話でした。『ヒュ
ーゴの不思議な発明』の3Dのスタッフの中で、中心的存在であったデミトリ・
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ポルテリ（3Dステレオグラファー）は、このように述べています。
≪現在の3Dのリグ（撮影機材）は高性能のレーシングカーだ。モーター
レースのピットクルーのように、高度に組織化されたカメラオペレー
ター、カメラアシスタント、技術クルーだけでなく、リグを迅速・効率
的に操作する大勢のスタッフが必要なんだ。≫(6）
当然のことながら、こうしたスタッフの意向が大きく反映されることになりま
す。先ほどのデミトリ・ポルテリは、このような日常的な比喩を用いて、すぐれ
た3D作品について、次のように語っています。
≪すぐれた3D作品は、だれかのキッチンの窓から覗いているような錯
覚を観客に起こさせなければならない。手を伸ばせば触れるような感覚
を持たせないとね。すぐれた3D作品は観客をとりこにして、わくわく
させる。そういう映像にしないといけないんだ≫(7）
デミトリ・ボルテリは、「手を伸ばせば触れるような感覚」という言葉使って
いるように、錯覚ではあるのだけれど、実際にあるというような生（なま）感覚
を観客に与えワクワクさせること、それをめざそうとします。こうした姿勢はス
コセッシ監督も同じです。スコセッシ監督自身、3Dに奥行きとともにその親密
感を求め、フィルムでもただの2Dのデジタルでも撮ることができない映像を生
み出そうとします。スコセッシ監督は、次のように述べています。
≪3Dは、ヒューゴが暮らすそれぞれのエリアの空間感覚に深みをもた
せる。駅構内の広大な空間とヒューゴが移動する狭いトンネルとの対比、
ヒューゴがネジを巻くそれぞれの時計の対比を際立たせる。時計の内部
─特に時計塔の内部にいる感覚を、実際に味わわせてくれる。3Dだと
時計の機械装置の迫力が伝わる。2Dだったら、あれだけのスケール感、
特に遠近のスケール感はだせなかっただろう。3Dは映像に奥行きがあ
るので、ヒューゴがたくましく、勇敢に見える。それだけのものに、彼
は立ち向かっているのだという説得力が生まれる。大小の歯車や機械装
— 55 —
置が、彼の人生の一瞬、一瞬を刻んでいる。私たちはみんな、時間で人
生を区切られているんだ。3Dはこの点をものすごく強烈に打ち出すこ
とができる。
この作品に取り掛りはじめた時、最初に頭に浮かんだイメージは、
たぶん、走りながら肩ごしに振り返るヒューゴの姿だったと思う。懐
かしい場所に戻りたいというせつない願望がその目に浮かんでいた。
3Dで見る顔には特別な親近感が生まれる。違う目でその人物を見るよ
うになる。登場人物がもっと私たちに近づく。3Dは観客と登場人物の
結びつきを強める効果を創り出すと私は思っている。≫(8）
（8）スモークと3D
今から、同じNHKの時代劇のドラマを 2本みせます。どこに違いがあるか比
較しながら、しっかり見てください。いかがでしたか？比較してみると、前の方
がいかにもチープな印象を受けます。お金のかけ方・日数のかけ方が一目瞭然で
す。20時からの大河ドラマの方は、NHKのドル箱番組ですから、しっかりお金
と時間がかかっているのがわかります。
使われている衣装や小道具は別にして、まず気がつくのは以前お話しした被写
界深度の違いです。被写体の背景のボケがありません。相当レベルの低いカメラ
を使っていることがわかります。それに反して大河ドラマの方は、しっかりボケ
させて良い雰囲気を醸し出しています。続いて照明です。これをケチってしまう
と、ひどくチープな映像になってしまいます。また両者を見てもらうと、スモー
クが作品には使われていないことに気がつきます。土煙とか靄といったいわゆる
スモークがないと、特に殺陣のシーンに臨場感が出ません。また撮影の際、被写
体とカメラの間に木なり草なり何かワンクッションいれて撮ると、よい映像にな
ります。もちろんこれも省かれて、前の方の殺陣のシーンは、ますますしょぼい
ものになっています。後は、よく理由は分らないのですが、大河ドラマの方は、
ドアップ・シーンが多いことに気がつきます。実は、これはTVの撮影によく見
かける撮り方です。境界線を引くのは難しいのですが、俳優を大きく分けると、
TV俳優、映画俳優、舞台俳優に分けることができます。TV俳優の場合には、顔
の演技がメインで、顔さえ怒っていれば怒りのシーンになります。ですから、顔
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の表情の変化が多いと、演技がうまいということになります。ところが、映画の
場合は、TVの画面よりもはるかに広いスクリーンを使いますから、全身で演技
する必要が出てきます。簡単に言えば、体も怒らせる必要が出てきます。TV出
身の俳優が映画にでる場合、どうも顔は怒っていても、服とか靴は全然怒ってな
いこと多いです。靴で怒りを表現するなんてこと、しないあるいはできないから
です。さらに舞台俳優は、足の小指の先まで見られているわけですから、そこま
で神経使います。ある舞台俳優は、衣装のしわ・よれまで気を使い、演技に加え
ているそうです。すごいことです。前のドラマの方は、顔のアップは少なめで、
映画のように全身のショットが多いのですが、俳優がTV系の人で、何かだらけ
た雰囲気になっています。TV的な顔のアップで撮れば、まあ何とかなったと思
います。
映像の良しあしは、こうしたさまざまなものによって決定されていきます。撮
影映像ですから、カメラに負うところが大きいのですが、そればかりではありま
せん。照明も大きくかかわってきます。
照明といっても、ピンとくる人少ないと思いますので、ちょっと映画の照明に
ついての映画『熊谷照明学校』（2004年）を見てみましょう。日本の映画照明の
第一人者熊谷秀夫のドキュメンタリー映画です。
いかがでしたか。簡単なものは、顔にレフ板をあてて明るくするものから、目
の中に光を入れて表情を作ったり、大規模なものだと道路全体を照らし出したり
して、さまざまな素敵な映像をつくりだすのに役立っています。またそれには、
さまざまな照明機材それにたいへんな準備があって、映画が成立することがわ
かっていただけたと思います。しかしながら製作時間・製作費の関係で、省いて
しまう映画も多くなりました。後から編集で、適当に映像を手直ししてしまえる
ことも原因です。またこのようなさまざまな機材そして大がかりな準備には、当
然お金も日数もかかってしまいます。安い製作費で映画を撮ろうとする場合、ま
ずこの照明が切られることになります。大河ドラマの方は、しっかり照明を使っ
てとっているので、よい感じの映像になっているのがわかります。
スモークもそうです。靄の中から出現させたり消えたり、靄によって光を強調
したり、使い方はさまざまですが、照明と同じように多様な効果を生むことにな
ります。大量に使った最近の例としては、三池崇史監督の『十三人の刺客』
（2010年）の戦闘のシーンがあげられます。これでもかっていうまで使われて、
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シーンを盛り上げることになります。少し見てみましょう。照明、そしてスモー
クがないと、こうした濃密な絵にはならないと思います。こうした照明とスモー
クを組み合わせながら、多くのシーンが撮られてきました。たとえば、チェン・
カイコー監督の傑作『さらば、わが愛／覇王別姫』（1993年）の冒頭のシーンも、
そのうちの一つです。光のコンストラストが素敵な映像に仕上っています。少し
見てみましょう。この『覇王別姫』は、カンヌのグランプリ受賞作品で是非全篇
見ていただきたい作品です。
先週の講義の最後に乃木坂 46の『シンクロニシティ』のミュージック・ビデ
オを見せました。そしてこんな質問をしました。この『ヒューゴの不思議な発明』
と同じようなシーンがあるのですが、それはどこか？というものです。かれこれ
1か月半以上も前に見せたので、どのくらいの人が覚えているか心配だったんで
すが、結構多くてびっくりしました。若い人は本当に記憶がいいと改めて感心し
ました。正解は、光の差し込む図書館のシーンです。ちょっと見てみましょう。
大学のシステムは 2Dなので、ちょっと迫力に欠けますが、なかなか素敵な
シーンです。窓から差し込む光が、なぜ乃木坂の『シンクロニシティ』でも使わ
れているかというと、実はこれは映画の照明技術の定番だからです。窓の外に強
力な照明機材を準備して、室内に光をいれる撮影は、これまで多くの監督がこの
ショットを撮ってきました。たとえば、岩井俊二監督の『花とアリス』（2004年）
のダンス・スクールのシーンもそうです。名カメラマンといわれた篠田昇撮影監
督による光あふれる美しいショットを見てみましょう。また、最近見た永井聡監
督の『帝一の国』（2017年）の照明そしてスモークも、やりすぎ気味で結構おも
しろいです。少し見てみましょう。窓から射し込む光のシーンが多く出てきます
ので、図書館のシーンと比較してみてもらえるといいと思います。織田誠という
方が、この映画の照明の担当になっていますが、最近上映された吉高由里子主演
の『ユリゴコロ』（2017年）でも担当しています。内容は凄惨すぎて、お薦めで
はないのですが、照明はとても素敵で、ぜひ見てもらいたい映画です。また、質
問で乃木坂 46の『シンクロニシティ』のMVを使いましたが、そのグループの
MVの製作者、照明にこだわる人みたいで、他の作品にも、こうした窓から光が
射し込む照明以外に、さまざまな照明を使っています。照明に注意しながら、映
像を見ていくのも一つの楽しみです。
前ふりにずいぶん時間をかけてしまいましたが、本題に入ろうと思います。こ
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の映画の中で、3Dの可能性を探ろうとしたのは、スコセッシ監督そして 3Dの
担当のデミトリ・ボルテリばかりではありませんでした。撮影監督のロバート・
リチャードソンもそうでした。実はこの撮影監督も今回が3D初挑戦でした。ま
た彼は撮影とともにこの映画の照明も担当していました。
『ヒューゴの不思議な発明』を見ていて、気がつかれた方いると思うのですが、
しばしば映像にチンダル現象がおこっています。チンダル現象というのは、家庭
などで空中に埃が舞いあがって、太陽の光などでキラキラ光る現象です。どちら
かというと、掃除の怠りが原因で、ほめられたことではないのです。映像にこの
現象が多く出てきたので、しっかり掃除しろなんて思って見ていました。実は、
これは大きなまちがいでした。3Dとさまざまなスモークを組み合わせることで、
映像における照明を含めた空間の質感をたかめようとする試みとして行われてき
たことでした。スモークは、たとえば先ほどの時代劇の殺陣のシーンなどで、臨
場感を高めるために使われていて、映画では目新しいことではありません。しか
しながらそうした旧来のスモークと3Dの相性を確認するために、映画製作を通
じて、刻んだ羽毛とかドライアイスといったさまざまなスモークを使いながら、
撮影監督はいわばその実験を行おうとしたのです。
≪煤とほこりで、空間の雰囲気や、空間の存在を感じさせることができ
ると思った……空間感覚、あるいは質感といってもいいかな。それが
3Dの特色だ。スモークとドライアイスも使ったよ。≫(9）
そしてその光＆スモーク＆3Dの試みが顕著にあらわれるのは、冒頭で話した
2人が訪れた図書館のシーンです。大学のものは 2Dなので、その臨場感は伝わ
りませんが、映画館で見た時、窓から差し込む光が何かすごいなっていう印象が
今でも残っています。その図書館のシーンについて、撮影＆照明監督であるロ
バート・リチャードソンは、次のように3Dの成功体験を語ることになります。
≪3Dは視覚体験を高める。情感と臨場感を作り出す。この作品の中で、
陽の光が広い図書館に差し込むショットがあるが、太陽光線が見えるよ
うに白いスモークを使った。スクリーンで見ると、まるでプラチナの光
線のようだった。これは3Dでしかできないだろうな。≫(10）
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このようにスモークと照明に、さらに3Dの組み合わせによって、撮影監督ロ
バート・リチャードソンは、映像における空間の質感の向上をめざそうとしまし
た。しかしながら、これはロバート・リチャードソンの個別の課題ではなかった
ということを知っておく必要があります。先ほど述べたように、窓の外に強力な
照明機材を準備して、室内に光をいれる撮影は、照明の定番で、これまで多くの
監督がこのショットを撮ってきました。しかし、こうした作品は、すべて2Dで、
室内に差し込む光のシーンを撮っているわけです。2Dではなく 3Dで撮ったら、
どうなるかという考えがあって、あの図書館のシーンを、ロバート・リチャード
ソンは撮ったのだと思います。結果として大成功だったので、さきほどの話の最
後に、「これは 3Dでしかできないだろうな」ということになるのです。余談に
なりますが、この図書館のシーンのために、スタッフは強力な照明器具を用意し
たのですが、実際には太陽が顔をだし、逆にあのような素晴らしい映像になった
そうです。こうした 3Dの照明における成功で、以降 3Dの採用を考える監督も
多くなると思います。このように、映画の技術は、たゆまぬ挑戦によって進歩し
ていきます。
3Dの映画作品は入場料が割増なので、ちょっとためらってしまいますが、3D
で見ることができるのはその上映期間だけなので、是非3Dで見ておいてほしい
と思います。そして 2Dのものと比較して、3Dの進歩そして新たな効果を味
わってもらいたいと思います。（つづく）
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